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入試問題がズバリ大的中！！
「昭和Ⅰ期模試」から

YMS昭和医学部Ⅰ期模試の
会場は本番と同施設内の

パシフィコ横浜
（ 会議センター ）

模試も本試も，
同じ研究者の同じ研究について
論じた文章であった。

同様の表現について説明する
一節があった。

配点の高いであろう大論述が，
共通していた。

大
的
中

英
語
の
長
文
で

本試の下線部訳で問われた honest placebo という表現
は，そのまま直訳しても意味が分かりづらい表現である
が，模試の本文中で同様の表現について説明する一節
があった。（次ページ青線参照）

「（従来の偽薬とは異なり）偽薬であることを明示したうえ
で投与する偽薬」を説明させるという点で共通していた。
（次ページ赤字参照）

的中の詳細はこちら的中の詳細はこちら

さらに
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（次ページ緑線参照）



（問7） Durkin氏が参加した臨床試験の方法と結果について160字以内の日本語で説明しなさい。
→(解答例) 3日間にわたって，オピオイドの投与前に，薬効成分を含まないことを示した上で，カルダモン
の香りを嗅ぐことと，大豆油を入れたカプセルを飲むことによって，これらとオピオイドによる鎮痛効果を
連想させるトレーニングをさせた。4日目以降には，オピオイドの投与をしなくても，偽薬だけで鎮痛効果
が得られた。

YMS 昭和大学Ⅰ期模試  2023年12月実施

昭和大学Ⅰ期入試問題  2024年2月2日実施

大学別
模試

（問3） 下線部を日本語に訳しなさい。

（問）プラセボが効果を発揮するようになるための，従来の方法と本文中で提唱されている方法の違いを，
100字以内の日本語で説明しなさい。
→(解答例) 従来はプラセボを与える際にプラセボであることを隠していたが，本文中で提唱されている方法では
患者に前もってプラセボであることと症状が改善する効果がある可能性があることを説明している点で異なる。

1

2

3


